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１４-9１４-9１４-8１４-5１４-2１４-1奨学金貸与事業 貸与人員・貸与金額の推移No.１３ー２

第1種：無利子
第2種：有利子

出典：独立行政法人日本学生支援機構 ２００８概要
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１４-9１４-9１４-8１４-5１４-2１４-1奨学金貸与事業 貸与予算の内訳No.１３ー３

出典：独立行政法人日本学生支援機構 ２００８概要
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１４-9１４-9１４-8１４-5１４-2１４-1奨学金貸与人員と貸与金額（平成２０年度）No.１３ー４

出典：独立行政法人日本学生支援機構 ２００８概要
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１４-9１４-9１４-8１４-5１４-2１４-1奨学金の返還に関する制度転換No.１３ー５

出典：日本育英会（現 独立行政法人日本学生支援機構） 「日本育成会史」から抜粋
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出典：文部科学省 科学技術政策研究所 第３期科学技術基本計画のフォローアップに係る調査研究 「内外研究者へのインタビュー調査」

● 大学及び国立・独法研究所：トップ及び中堅研究者（３０名）、若手研究者（９名）、企業：研究者（１１名）、

合計５０名（うち女性５人）にインタビューした。

若手における課題設定力の不足、熱意の不足
● 若手研究者において課題設定力が不足している。日本の研究者には熱心さが足りなくなっている。【トップ】

博士の審査基準が甘い
● 日本のPh.Dは基準が甘すぎる。博士は自分の専門分野では世界の誰よりも物知りであるべき。【若手】

学生における基礎学力の不足
● ゆとり教育のためか学生は幼く、修士で学部のおさらいが必要となっている。【トップ】

大学における教育の質が低い
● 日本の大学の授業の質は低い。【トップ】

＜育成＞

金銭面でのインセンティブが弱い
● 理系離れを防ぐべく、マスを動機づけるには金銭的なメリットが重要になる。中国はインセンティブにより
急速に論文数を増加させている。【トップ】

博士に進学する人が減っている
● 博士に進む人が少なく、研究の手が足りない。外国人頼みの状況になっている。【トップ】

＜確保＞

ポスドクの就職先不安の深刻化
● 産業への出口がない分野（特にライフサイエンス）への投資は食えないポスドクを生む。【トップ】
● ポスドク問題はさらに深刻化しており、学生に研究者への道を薦められなくなっている。【若手】

＜活躍＞

１４-9１４-9１４-8１４-5１４-2１４-1人財の育成・確保・活躍の促進に関する
インタビュー調査

No.１３ー６




